
(3)　第　64　号 平　成　28　年　３　月　１　日会　　　報　　　　　　　　 鳩

期
日

：

平
成
27
年
６
月
９
日（
火
）

場
所

：

上
山
田
温
泉
「
梅
む
ら
旅
館
」

参
加

：

32
名

　
第
34
回
目
と
な
る
高
校
第
19
回

卒
業
の
同
期
会
が
本
年
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
近
在
は
も
と
よ
り
、

関
東
方
面
か
ら
も
数
十
年
ぶ
り
の

参
加
者
も
あ
り
、
懐
か
し
い
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
志

に
よ
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
川
中
島

Ｃ
Ｃ
で
行
わ
れ
、
夕
刻
か
ら
の
懇
親

会
は
、
恒
例
に
よ
り
最
も
遠
方
か
ら

の
参
加
者
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で

に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
あ
の
人
誰
？
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
た
の
で
、
参
加
者
に
は
自

己
紹
介
な
ら
び
に
近
況
報
告
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
の
思
い
出
や
定
年
後

の
近
況
な
ど
現
役
時
代
と
は
ま
た

違
っ
た
話
題
に
花
が
咲
き
、
夜
が

更
け
る
ま
で
飲
み
、語
り
明
か
し
、

楽
し
い
一
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
19
回
生
の
皆
さ
ん
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
し
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日

：

平
成
27
年
７
月
27
日（
月
）

場
所

：

松
代
町
東
条
「
柳
町
食
堂
」

参
加

：

14
名

　
屋
高
本

会
か
ら
副

会
長
栗
林

秀
夫
氏
を

お
迎
え
し

て
、
役
員

会
、
総
会

を
開
催
。

　
本
年
逝

去
さ
れ
た

支
部
会
員
の
ご
冥
福
を
祈
り
、黙
祷
。

屋
高
校
歌
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
資

料
に
沿
っ
て
、
名
簿
の
確
認
、
次
期

役
員
の
承
認
、
会
計
報
告
を
行
い
、

栗
林
氏
よ
り
、
母
校
の
近
況
・
同
窓

会
館
設
立
準
備
や
『
21
世
紀
の
教
育

を
考
え
る
』（
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
講

演
記
録
）
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
し
く
伸
び
ゆ
く
母
校
の
一
層

の
発
展
を
念
じ
つ
つ
、
懇
親
会
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
な

お
、
次
期
新
支
部
長
に
は
毛
利
宣の

ぶ

熙ひ
ろ

氏
（
高
15
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
８
月
２
日（
日
）

場
所

：

旅
館
「
定
鑑
堂
」

参
加

：

13
名

　
本
会
よ

り
栗
林
副

会
長
様
を

迎
え
、
同

窓
会
館
建

設
に
向
け

て
、
敷
地

の
確
保
に

目
処
が
つ

き
一
気
に

建
設
に
向

け
て
の
動
き
が
加
速
し
つ
つ
あ
る

こ
と
な
ど
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

支
部
の
役
員
改
選
で
は
、
松
木
孝

一
氏
が
支
部
長
に
就
き
、
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
会
員
数
の
減
少
を

食
い
止
め
、
新
入
会
員
の
増
強
に

協
力
さ
れ
た
い
旨
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
会
議
後
の
懇
親
会
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
９
月
12
日（
土
）

場
所

：

東
区
公
民
館

参
加

：

11
名

　
本
会
か
ら
赤
地
会
長
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。初
め
17
名
の
参
加
予
定
の
処
、

不
都
合
の
会
員
が
次
々
に
出
て
、

36
名
の
会
員
の
３
分
の
１
弱
の
出

席
。
数
は
ち
ょ
っ
と
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
支
部
長
よ
り
の
４
月

の
支
部
長
・
学
年
理
事
会
、
総
会

の
様
子
の
報
告
に
続
き
、
会
長
か

ら
同
窓
会
館
建
設
計
画
に
就
い

て
現
況
を
お
話
い
た
だ
い
た
。
ま

た
資
金
募
金
の
方
法
や
ら
女
性
並

び
に
若
い
卒
業
生
の
会
員
の
不
参

加
・
支
部
離
れ
、
支
部
総
会
の
不
参

加
、
勧
誘
方
法
等
の
問
題
に
つ
い
て

熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
普
段

な
か
な
か
話
す
機
会
の
な
い
仲
間

と
話
す
こ
と
が
で
き
、
意
思
の
疎

通
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
校

歌
等
高
ら
か
に
歌
い
、
夫
々
の
往
時

を
思
い
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

場
所

：

川
中
島
公
民
館

参
加

：

24
名

　
柴
田
副
会
長
に
ご
出
席
を
い
た

だ
き
開
会
。
前
支
部
長
西
沢
忠
男

様
に
黙
祷
を
捧
げ
、
参
議
院
議
員

北
沢
俊
美
様
の
祝
電
を
披
露
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。活
動
報
告
、

会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
、
講

演
に
。
題
は
「
ウ
イ
ル
ス
の
話
」。

西
沢
修
一
様
よ
り
感
染
症
に
つ
い

て
大
変
有
意
義
な
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
校
歌
を
合
唱
し
、

19
回
通
常
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

場
所

：

サ
ト
ウ
会
館

参
加

：

13
名

　
高
山
副
会

長
を
お
迎
え

し
て
開
催
。

支
部
事
業
、

会
計
報
告
を

承
認
。
副
会

長
か
ら
は
、

母

校

の

近

況
、
後
輩
の

活
躍
状
況
、

そ
し
て
附
属

中
学
一
期
生

が
高
校
に
入

学
し
て
完
全

な
中
高
一
貫
校
と
な
り
、
生
徒
数

千
八
十
名
、
職
員
百
名
超
の
大
規

模
校
に
な
っ
た
旨
の
お
話
と
、
同

窓
会
館
建
設
が
い
よ
い
よ
現
実
の

も
の
に
な
り
そ
の
経
過
と
内
容
等

詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
野
口
顧
問
（
高
５
）

の
発
声
で
乾
杯
の
後
、
会
員
相
互

の
近
況
報
告
及
び
在
学
中
の
思
い

出
に
浸
り
、
時
を
忘
れ
た
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
校
歌
、
応
援
歌

を
斉
唱
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
　（
報
告
　
藤
澤
善
雄（
高
16
））

期
日

：

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

場
所

：

割
烹
　

柏
屋

参
加

：

14
名

　
本
会
か
ら

大
西
禎
彦
副

会
長
を
お
迎

え
し
、
開
催

し
ま
し
た
。

会
計
報
告
に

続
き
役
員
改

選
で
は
、
支

部
長
以
下
三

役
が
新
た
に

選
出
さ
れ
、

組
織
の
強
化

を
図
る
た
め
、

小
川
修
一
県
議
、
和
田
英
幸
市
議

が
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
西
副
会
長
か
ら
は
、
同
窓
会

館
の
建
設
は
建
設
資
金
の
八
割
が

準
備
で
き
な
い
と
着
工
で
き
な
い

こ
と
、
そ
の
た
め
の
資
金
集
め
の

協
力
に
つ
い
て
や
、
母
校
の
様
子

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時

間
で
し
た
が
、
最
後
に
母
校
と
会

員
の
健
康
・
活
躍
を
祈
り
校
歌
を

斉
唱
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　（
報
告
　
宮
尾
憲
夫（
高
35
））

期
日

：

平
成
27
年
10
月
18
日（
日
）

場
所

：

五
加
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加

：

15
名

　
来
賓
に
赤

地
同
窓
会
長

を
お
迎
え
し

て

開

催

さ

れ
、
支
部
の

現
況
報
告
及

び
会
計
報
告

等
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
赤
地
会
長

か
ら
は
、
同

窓
会
館
建
設

に
向
け
て
の
現
況
等
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

会
に
引
き
続
き
記
念
写
真
撮
影
。

そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
会
員
相

互
の
近
況
を
語
り
合
い
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
校
歌

を
全
員
で
合
唱
し
、
同
窓
会
の
今

後
の
発
展
と
会
員
各
位
の
健
康
・

活
躍
を
願
っ
て
、
声
高
ら
か
に
万

歳
を
三
唱
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
10
月
25
日（
日
）

場
所

：
北
原
　
山
崎
屋
食
堂

参
加

：
16
名

　
本
会
よ
り

柴
田
幸
一
副

会
長
を
お
招

き
し
開
催
し

ま
し
た
。
柴

田
様
か
ら
の

現
況
報
告
の

中
で
の
中
学

部
の
生
徒
の

進
学
希
望
が

全
員
屋
代
高

校
だ
と
い
う
こ
と
を
伺
い
、
当
た

り
前
で
あ
る
と
同
時
に
妙
に
心
に

響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

同
窓
会
館
の
土
地
が
確
保
さ
れ
、

建
設
が
具
体
化
さ
れ
て
き
た
お
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　
楽
し
い
懇
親
会
の
最
後
は
、
校

歌
、
応
援
歌
全
曲
を
歌
い
、
再
会

を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。

　
　（
報
告
　
山
崎
光
幸（
高
11
））

期
日

：

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）

場
所

：

雨
宮
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加

：

18
名

　
本
会
よ
り

副
会
長
の
吉

川
様
を
迎
え

開
催
。最
初
、

校
歌
斉
唱
。

低
音
の
魅
力

を
響
か
せ
、

久
し
ぶ
り
に

校
歌
を
歌
っ

た
喜
び
が
み

な
の
顔
に
満

ち
て
い
ま
し

た
。
議
事
に

入
り
、
収
支

決
算
書
が
ス

ム
ー
ズ
に
可
決
。
吉
川
副
会
長
に

は
同
窓
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
細

か
く
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
建
設
と
百
周
年
に
向

け
て
一
億
円
ほ
ど
の
資
金
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
懇
親
会
は
、
和
気
藹
々
と
楽
し

い
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
若
い
人

の
参
加
が
少
な
く
残
念
な
気
が
し

ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
11
月
18
日（
水
）

場
所

：

杭
瀬
下
区
民
会
館
１
階
講
堂

参
加

：

15
名

　
本
会
よ
り
大

西
副
会
長
の
ご

出
席
を
い
た

だ
き
開
催
。
当

日
は
雨
の
上
に

他
の
行
事
と
重

な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者

が
少
な
い
こ
と

は
残
念
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、

大
西
副
会
長
か

ら
同
窓
会
館
建

設
へ
の
協
力
要
請
や
屋
高
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
瀬
在
博
士
の
千
曲
市
名
誉
市

民
の
受
賞
等
の
お
話
を
頂
き
、
支
部

長
か
ら
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会

等
、本
会
総
会
で
の
報
告
も
あ
っ
て
、

本
会
と
支
部
の
連
動
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
又
、
会
報
を
通
し
て

会
員
で
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙
祷
、

事
業
・
会
計
報
告
等
で
総
会
を
終

了
。
懇
親
会
で
は
世
代
を
超
え
て

盛
り
上
が
り
、
最
後
に
校
歌
を
高

ら
か
に
斉
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　（
報
告
　
事
務
局
長
　

　
　
　
　
　
太
田
政
夫
（
高
15
））

期
日

：

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

場
所

：

倉
科
公
民
館

参
加

：

10
名

　
本
会
よ
り
吉
川
副
会
長
を
お
迎

え
し
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
の
活

動
報
告
、
会
計
報
告
に
続
い
て
役

員
の
改
選
が
承
認
さ
れ
、
来
年
度

の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
吉
川
副

会
長
か
ら
は
、
母
校
の
生
徒
の
活

動
の
様
子
や
同
窓
会
館
建
設
へ
の

動
き
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
原
利
夫
氏
か
ら
当

面
す
る
千
曲

市
の
課
題
に

つ
い
て
の
講

演
を
い
た
だ

い
た
後
懇
親

会
に
入
り
、

楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
12
月
３
日（
木
）

場
所

：

大
室
温
泉
　
ま
き
ば
の
湯

参
加

：

15
名

　
本
会
の
栗
林

副
会
長
を
来
賓

に
お
迎
え
し
、

大
室
温
泉
「
ま

き
ば
の
湯
」
に

於
い
て
15
名
の

参
加
を
得
て
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
事
業

報
告
・
会
計
報

告
・
会
則
変
更

が
行
わ
れ
、
続

い
て
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
承
認
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
支
部
長
に
は
和
田

正
二
氏
が
選
出
さ
れ
、
又
そ
の
他
の

役
員
も
一
新
さ
れ
て
今
後
の
活
動

に
当
た
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
来
賓
よ
り
挨
拶
方
々

同
窓
会
館
建
設
の
動
向
や
、
屋
高

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
説
明
を
戴
き
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　（
報
告
　
事
務
局
長

　
　
　
　
　
若
狭
良
亘
（
高
15
））

　
平
成
27
年
７
月
４
日
（
土
）

　
千
曲
市
「
き
ば
ら
し
」
に
て
開
催
。

　
総
会
に
お
い
て
は
役
員
の
改
選

が
な
さ
れ
、
会
長
に
中
村
郷
見
氏

（
高
６
回
）
が
留
任
で
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
役
員
も
そ
れ

ぞ
れ
留
任
及
び
新
任
で
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
後
の
組
織
に
つ

い
て
を
主
と
し
た
会
則
の
一
部
改

正
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親

会
で
は
高
４
回
か
ら
高
48
回
ま
で

の
幅
広
い
年
代
の
出
席
が
あ
り
、
杯

を
重
ね
る
に
従
い
年
代
を
超
え
た

思
い
出
話
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
会
員
相
互
の
親
睦
も
一
層
深
め

ら
れ
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
来
年
の

再
会
を
期
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
平
成
28
年
度
は
、
平
成
９

年
６
月
８
日
に
第
１
回
の
総
会
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
20
回
目
の
節
目

の
総
会
に
な
り
ま
す
。
多
数
の
ご

出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

期
日

：

平
成
27
年
５
月
18
日（
月
）

場
所

：

南
長
野
Ｇ
Ｃ

参
加

：

26
名

優
　

勝
　

者

：

飯
島
宣
公
（
高
８
）

準
優
勝
者

：

柳
澤
郁
郎
（
高
12
）

　
　（
報
告
　
北
島
一
男（
高
６
））

期
日

：

平
成
27
年
10
月
５
日（
月
）

場
所

：

南
長
野
Ｇ
Ｃ

参
加

：

20
名

優
　

勝
　

者

：

宮
崎
弘
道
（
高
９
）

準
優
勝
者

：

久
保
嘉
男
（
高
13
）

　
高
12
回
卒

の
ゴ
ル
フ
好

き
仲
間
が
、

60
過
ぎ
て
立

ち
上
げ
た
同

好
会
が
、
Ｈ

27
年
の
秋
10

周
年
を
迎
え

た
。
紅
葉
が

始
ま
っ
た
長

野
カ
ン
ト
リ

ー
で
13
人
が

参
加
し
て
、
お
互
い
70
を
過
ぎ
て

ゴ
ル
フ
が
で
き
る
健
康
に
感
謝
し
、

残
念
な
が
ら
途
中
で
病
に
倒
れ
た

友
を
思
い
つ
つ
、
お
互
い
の
親
睦

と
絆
を
深
め
た
有
意
義
な
コ
ン
ペ

と
な
っ
た
。

　
コ
ン
ペ
後
の
親
睦
会
で
、「
10
周

年
を
機
に
母
校
に
何
ら
か
の
気
持

ち
を
支
援
の
形
で
表
し
た
い
」、
と

い
う
声
が
上
が
り
、
誠
に
些
少
な

が
ら
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
更
に
10
年
を
健
康
で
プ
レ

ー
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　（
報
告
　
小
林
嘉
征
）

　

桑
原
支
部

支
部
長
　
柳
澤
種
男
（
高
９
）

　

川
中
島
支
部

支
部
長
　
飯
田
洋
一
（
高
13
）

　

屋
代
支
部

支
部
長
　
清
水
昭
晴
（
高
21
）

　

中
津
支
部

支
部
長
　
竹
内
義
明
（
高
11
）

　

杭
瀬
下
・
新
田
支
部

支
部
長
　
池
田
　
均
（
高
14
）

　

寺
尾
支
部

支
部
長
　
須
田
　
寛
（
高
12
）

　

五
加
支
部

支
部
長
　
中
村
豊
明
（
高
13
）
　

雨
宮
支
部

支
部
長
　
平
林
　
彊
（
高
９
）

　

倉
科
支
部

支
部
長
　
長
浦
新
一
（
高
14
）
　
水
泳
部
同
窓
会

　

共
和
支
部

支
部
長
　
滝
澤
一
男
（
高
10
）

同
期
会
・
支
部
総
会

　

高
19
回
同
期
会

学
年
理
事
　
渡
辺
一
成
（
高
19
）

　

東
条
支
部

支
部
長
　
中
澤
光
男
（
高
９
）

　

松
代
支
部

支
部
長
　
高
尾
信
行
（
高
10
）

　

第
58
回
屋
代
同
窓
会
コ
ン
ペ

　

第
57
回
屋
代
同
窓
会
コ
ン
ペ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

鳩
高
12
回
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
10
周
年
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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　「
理
解
と
い
う
も
の
は
誤
解
の

総
体
に
過
ぎ
な
い
」
と
は
「
ス
プ

ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
」（
村
上
春
樹
）

の
中
に
出
て
く
る
《
言
葉
》
だ
。

シ
ニ
カ
ル
だ
が
、
確
か
に
一
理
あ

る
。
言
葉
と
は
厄
介
な
も
の
。
感

情
的
な
軋
轢
に
も
及
ぶ
。

　
無
言
も
ま
た
一
種
の
意
思
表
示

の
《
言
葉
》
で
は
あ
る
。
そ
の
中

に
は
暗
黙
の
賛
意
も
あ
る
が
、
面

倒
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
と
「
猿
を
決
め
込
む
」（
＝

見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
）

人
も
多
い
。

　
だ
が
、
社
会
に
お
い
て
何
か
を

成
そ
う
と
す
る
な
ら
誤
解
を
お
そ

れ
ず
、
心
を
尽
く
し
て
《
言
葉
》

を
発
し
て
い
く
以
外
に
手
は
な

い
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
そ
ん
な

熱
い
思
い
や
望
み
が
伝
わ
る
世
の

中
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
空
を
翔
ぶ
こ
と
に
憧
れ
桃
の
花

◇
鳩
の
目
◇

て
い
る
同
期
生
の
話
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
酒
と
思
い
出
話
と
に
時

の
経
つ
の
を
忘
れ
、
更
に
旧
交
を
温

め
た
次
第
で
す
。

　
最
後
に
全
員
で
力
強
く
校
歌
を

斉
唱
し
、
今
後
の
再
会
を
期
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
高
校
五
十
五
回
同
期
会

代
表
幹
事
　
上
原
啓
輔
・
沢
上
　
瑛

　
　
　
　
小
宮
山
知
紗
・
堀
内
　
拓

　
期
日

：

平
成
28
年
１
月
３
日（
日
）

　
場
所

：

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
参
加

：

74
名

　
同
窓
生
67
名
の
ほ
か
、
赤
地
同
窓

会
長
、
恩
師
の
先
生
方
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。卒
業
後
の
進
路
や
、

仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
話
題
は

尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
本
当
に
楽
し

い
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
か
ら
約
十
二
年
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
友

人
た
ち
と
再
会
し
、
母
校
の
素
晴
ら

　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

神
田
九
思
男
（
中
６
）
平
成
10
年
２
月
13
日

宮
坂
　
民
夫
（
中
４
）
平
成
15
年
10
月

若
林
　
貞
男
（
中
６
）
平
成
17
年
10
月

大
塚
　
史
雄
（
高
19
）
平
成
19
年
７
月
30
日

中
村
　
　
廉
（
中
９
）
平
成
20
年
１
月
12
日

宮
坂
　
致
正
（
中
９
）
平
成
20
年
１
月

宮
川
　
　
学
（
中
９
）
平
成
21
年
１
月

西
村（
小
笠
原
）千
秋
（
中
５
）
平
成
21
年
３
月
25
日

伊
藤
　
嘗
吾
（
高
14
）
平
成
21
年
５
月
25
日

山
口
　
正
彦
（
中
９
）
平
成
21
年
６
月

清
水
　
貞
利
（
中
16
）
平
成
25
年
４
月
29
日

瀬
下
　
和
幸
（
高
34
）
平
成
25
年
12
月
27
日

寺
澤
　
運
平
（
中
８
）
平
成
26
年
１
月
13
日

宮
坂
　
俊
雄
（
中
15
）
平
成
26
年
３
月
22
日

無
相
　
真
芳
（
中
15
）
平
成
26
年
４
月
15
日

島
田
　
親
則
（
高
10
）
平
成
26
年
４
月

遠
藤
　
健
夫
（
高
11
）
平
成
26
年
６
月
12
日

米
村
敬
次
郎
（
中
17
）
平
成
26
年
７
月
26
日

中
條
　
　
剛
（
中
15
）
平
成
26
年
９
月
29
日

武
田
　
信
行
（
中
18
ー
５
）
平
成
26
年
10
月
27
日

塚
田
　
邦
治
（
中
19
）
平
成
26
年
11
月
５
日

安
藤
　
保
喜
（
中
12
）
平
成
26
年
12
月

輿
石
　
　
浩
（
高
６
）
平
成
26
年
12
月

島
田
　
　
武
（
中
20
）
平
成
27
年
１
月
10
日

越
石
　
隆
三
（
中
21
）
平
成
27
年
１
月
21
日

丸
山
　
治
彦
（
高
３
）
平
成
27
年
１
月
30
日

中
村
　
　
功
（
中
10
）
平
成
27
年
２
月
25
日

山
崎
　
　
亨
（
中
12
）
平
成
27
年
２
月

長
谷
部
　
進
（
中
14
）
平
成
27
年
２
月

守
田
　
幸
則
（
中
７
）
平
成
27
年
３
月
１
日

内
村
　
孝
雄
（
中
15
）
平
成
27
年
３
月
17
日

宮
島
　
明
徳
（
中
15
）
平
成
27
年
４
月
８
日

松
林
　
　
尊
（
中
16
）
平
成
27
年
４
月
18
日

藤
岡
　
　
清
（
高
６
）
平
成
27
年
５
月
１
日

中
島
　
初
彦
（
高
16
）
平
成
27
年
５
月
28
日

中
村
　
房
夫
（
中
20
）
平
成
27
年
５
月

小
出
　
武
男
（
中
18
ー
４
）
平
成
27
年
６
月
３
日

町
田
　
　
陽
（
中
17
）
平
成
27
年
６
月
６
日

寺
沢
　
政
男
（
中
22
）
平
成
27
年
６
月
14
日

森
　
　
三
男
（
高
21
）
平
成
27
年
６
月
18
日

青
木
　
繁
夫
（
中
18
ー
４
）
平
成
27
年
６
月
26
日

田
中
　
重
臣
（
高
２
）
平
成
27
年
７
月
６
日

臼
井
　
初
雄
（
中
13
）
平
成
27
年
７
月
11
日

堀
内
　
永
年
（
中
20
）
平
成
27
年
７
月
20
日

宮
坂
　
淇
十
（
高
５
）
平
成
27
年
７
月
20
日

塚
本
　
舎
人
（
中
９
）
平
成
27
年
７
月

高
木
　
正
二
（
高
２
）
平
成
27
年
７
月

塚
田
　
一
雄
（
高
25
）
平
成
27
年
８
月
６
日

内
川
　
昌
峙
（
高
４
）
平
成
27
年
８
月
７
日

平
林
敬
次
郎
（
中
18
ー
５
）
平
成
27
年
８
月
26
日

冨
田
　
　
裕
（
高
９
）
平
成
27
年
８
月
27
日

小
野
　
満
矩
（
高
２
）
平
成
27
年
８
月
28
日

宮
嵜
　
利
幸
（
高
９
）
平
成
27
年
８
月
29
日

宮
入
　
光
丸
（
中
17
）
平
成
27
年
９
月
６
日

本
庄
　
秋
幸
（
高
17
）
平
成
27
年
９
月
９
日

田
中
　
　
勝
（
中
14
）
平
成
27
年
９
月
16
日

深
谷
　
　
登
（
中
10
）
平
成
27
年
10
月
１
日

若
松
　
利
身
（
中
14
）
平
成
27
年
10
月
６
日

上
原
　
　
昇
（
高
11
）
平
成
27
年
10
月
６
日

大
塚
　
　
寛
（
高
２
）
平
成
27
年
10
月
７
日

半
田
　
幸
彦
（
中
16
）
平
成
27
年
11
月
12
日

丑
山
　
明
徳
（
高
７
）
平
成
27
年
11
月
26
日

玉
井
　
　
明
（
中
18
ー
４
）
平
成
27
年
11
月
27
日

村
山
　
正
樹
（
中
18
ー
４
）
平
成
27
年
11
月
30
日

西
澤
　
幸
安
（
高
28
）
平
成
27
年
12
月
17
日

松
崎
　
　
久
（
中
18
ー
５
）
平
成
27
年
12
月
20
日

細
井
　
　
浩
（
高
２
）
平
成
27
年
12
月
20
日

高
松
　
雄
悟
（
高
８
）
平
成
28
年
１
月
３
日

山
本
　
周
一
（
高
４
）
平
成
28
年
１
月
４
日

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）
平
成
28
年
１
月
31
日
現
在

鳩
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
に
対
し
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
※
な
お
会
費
の
一
部
（
十
三
万
円
）

を
同
窓
会
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　
　
高
校
三
十
四
回
同
期
会

　
　
　
　
　
　
幹
事
　

・
　

宮
坂
昭
博

　
期
日

：

平
成
27
年
８
月
15
日（
日
）

　
場
所

：

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
参
加

：

82
名
（
同
期
生
80
名
、

恩
師
１
名
、
赤
地
会
長
）

　
第
34
期

（
昭
和
56

年
度
卒
）

の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ

鳩
会
は
、

お
盆
休
み

に
開
催
し

ま
し
た
。

卒
業
か
ら

30
年
余
を

経
て
会
っ

た
同
学
年

の
友
人
同

士
、
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
２
時

間
の
懇
親
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
盛
会
裏
に
終
え
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
か
ら
最
低
一
人
を
御

願
い
し
た
発
起
人
会
が
半
年
前
か

ら
準
備
に
当
た
り
、
当
日
は
受
け

付
け
で
懐
か
し
い
顔
を
お
出
迎

え
。
恩
師
で
参
加
さ
れ
た
塚
田
正

志
先
生
の
発
声
で
乾
杯
し
、途
中
、

在
学
当
時
の
写
真
に
よ
る
ス
ラ
イ

ド
上
映
で
青
春
時
代
を
懐
か
し
み

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
久
し
ぶ
り
の
同

級
会
開
催
を
決
め
た
ク
ラ
ス
も
あ

り
、
節
目
に
は
ま
た
、
全
学
年
で

一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
※
な
お
会
費
の
一
部（
十
万
円
）

を
同
窓
会
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　
　
高
校
三
十
六
回
同
期
会

　
　
　
　
　
幹
事
　

・
　

野
口
あ
ゆ
み

　
期
日

：

平
成
27
年
９
月
20
日（
日
）

　
場
所

：

メ
ル
パ
ル
ク
長
野

　
参
加

：

90
名

　
友
人
と
の
「
50
歳
の
記
念
に
集
ま

り
た
い
ね
。」
と
い
う
会
話
か
ら
始

ま
っ
た
私
達
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
。

幸
い
協
力
し
て
く
れ
る
友
人
が
集

ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
執
行
部
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
独
り
で
は
で

き
な
い
事
で
も
一
人
ひ
と
り
の
企

画
力
、
実
行
力
、
交
渉
力
な
ど
が
全

て
形
と
な
り
、
当
日
は
90
名
以
上
が

集
う
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
事
務
局
の
お
力
添
え
、

赤
地
会
長
様
の
お
心
遣
い
、
福
島

先
生
の
ご
配
慮
等
本
当
に
感
謝
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
ま
り
を
機
に
ま
た
新

た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
た
よ
う

で
、
そ
れ
だ
け
で
も
開
催
し
た
意
味

は
充
分
に
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
※
な
お
会
費
の
一
部
（
十
二
万
円
）

を
同
窓
会
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　
　
高
校
十
四
回
同
期
会

　
　
　
　
　
幹
事
　

・
　

町
田
　
　
勇

　
期
日

：

平
成
27
年
11
月
２
日（
月
）

　
場
所

：

上
山
田
温
泉 

　
参
加

：

13
名

　
卒
業
以
来
何
十
年
ぶ
り
か
の
再

会
に
、
当
初
少
し
と
ま
ど
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
膝
を
交
え
て
酒
を
酌
み

交
わ
す
う
ち
に
い
つ
し
か
学
生
時

代
の
懐
か
し
い
話
に
熱
中
。
更
に
酔

い
が
ま
わ
っ
た
頃
、
人
生
経
験
豊
か

な
内
容
の
自
己
紹
介
が
順
番
に
な

さ
れ
、
改
め
て
、
卒
業
し
て
か
ら
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

し
さ
を
改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

赤
地
同
窓
会
長
、
恩
師
の
方
々
、
並

び
に
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
の
皆
様
に

は
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
屋
代
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
上
原
啓
輔
）

　
※
な
お
会
費
の
一
部（
十
万
円
）

を
同
窓
会
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　
　
高
校
四
十
五
回
同
期
会

　
　
　
　
　
　
幹
事
　

・
　

白
石
恭
之

　
期
日

：

平
成
27
年
８
月
14
日（
土
）

　
場
所

：

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　
参
加

：

91
名

　
八
名
の
発
起
人
が
中
心
と
な
り

五
月
よ
り
準
備
を
進
め
、
去
る
８

月
14
日
、
高
四
十
五
回(

平
成
５

年
卒
業)

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
準
備
開

始
当
初
か

ら
し
ば
ら

く
は
参
加

者
が
思
う

よ
う
に
集

ま
ら
な
い

状
況
が
続

き
ま
し
た

が
、
発
起

人
各
位
の

努
力
に
よ

り
最
終
的

に
は
恩
師

５
名
を
含
む
91
名
の
参
加
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
約
二
十
二
年
ぶ
り
皆

40
〜
41
歳
に
な
っ
て
の
再
会
に
同

志
と
の
話
は
尽
き
ず
時
間
は
ア
ッ

と
い
う
間
に
流
れ
、
終
了
後
は
ク
ラ

ス
ご
と
の
二
次
会
で
さ
ら
に
盛
り

上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　
高
四
十
五
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
報
告

　
今
年
１
年
の
千
曲
鳩
会
全
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
成
績
は
以
下
の
通
り
。

第
98
回

　
１
位
　
青
木
　
崇
（
高
９
）

　
２
位
　
加
藤
芳
孝
（
高
16
）

第
99
回

　
１
位
　
水
沢
　
勝
（
高
７
）

　
２
位
　
矢
沢
　
修
（
高
13
）

第
１
０
０
回
記
念
大
会

　
１
位
　
金
井
啓
二
（
高
９
）

　
２
位
　
和
田
国
光
（
高
11
）

第
１
０
１
回

　
１
位
　
村
上
　
巖
（
高
11
）

　
２
位
　
塚
田
　
猛
（
高
７
）

第
１
０
２
回

　
１
位
　
柳
沢
　
一
郎
（
高
10
）

　
２
位
　
野
澤
純
四
郎
（
高
９
）

第
１
０
３
回

　
１
位
　
村
松
正
彦
（
高
９
）

　
２
位
　
金
児
基
夫
（
高
13
）

第
１
０
４
回

　
１
位
　
緑
川
幸
一
（
高
11
）

　
２
位
　
湯
本
和
夫
（
高
４
）

第
１
０
５
回

　
１
位
　
久
保
田
寿
穂
（
高
８
）

　
２
位
　
金
井
　
啓
二
（
高
９
）

第
１
０
６
回

　
１
位
　
大
西
章
一
（
高
11
）

　
２
位
　
甘
利
暢
宏
（
高
９
）

　（
報
告
　
野
澤
純
四
郎（
高
９
））

期
日

：

平
成
27
年
10
月
23
日（
金
）

場
所

：

浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加

：

17
名

優
　

勝
　

者

：

久
保
田
宗
貴

準
優
勝
者

：

丸
山
英
樹

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

：

宮
下
忠
之
　

89

　
競
技
終

了
後
、
太

田
区
保
養

所
に
て
表

彰
式
と
懇

親
会
を
行

う
。
大
い

に
盛
り
上

が
り
同
窓

の
絆
を
深

め
合
い
ま

し
た
。

期
日

：

平
成
27
年
11
月
11
日（
水
）

場
所

：

千
曲
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

納
会

：

稲
荷
山
温
泉
杏
泉
閣

参
加

：

34
名

　
平
成
27
年
11
月
11
日
早
朝
、
濃

霧
の
中
、
納
会
コ
ン
ペ
に
大
勢
の

千
曲
鳩
会
の
会
員
が
集
結
し
た
。

青
木
崇
（
高
９
）
君
の
体
育
指
導

の
も
と
、
準
備
運
動
を
十
分
に
し

て
各
組
そ
れ
ぞ
れ
が
和
気
藹
々
と

ス
タ
ー
ト
。
天
候
も
好
天
に
恵
ま

れ
、全
員
無
事
に
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
。

午
後
５
時
よ
り
本
会
か
ら
吉
川
副

会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
稲
荷
山

温
泉
杏
泉

閣
に
て
納

会
。
本
部

に
対
し
、

千
曲
鳩
会

会
員
一
同

よ
り
例
年

通
り
10
万

円
の
寄
金

を
お
渡
し

し
、
来
た

る
年
も
全

員
元
気
な

再
会
を
期

し
て
大
納

会
は
お
開

き
と
な
っ

た
。

　

千
曲
鳩
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
―
通
算
１
０
６
回
開
催

　

屋
代
三
六
会
（
高
校
13
回
卒
）

　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

千曲鳩会　第１００回記念大会

　（
事
務
局
で
は
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。）

卒業回期(年齢)

高55回(30歳)

高46回(40歳)

高35回(50歳)

高25回(60歳)

高15回(70歳)

高５回(80歳)

中18回(90歳)

学 年 理 事 ・
幹 事

上 原 啓 輔
沢 上 　 瑛

倉 崎 哲 矢
小 林 宏 美

青 木 猛 治

北 島 祥 至

太 田 政 夫
栁 沢 隆 二

宮 尾 俊 彦
野 口 泰 軌

飯 島 勇 三

実施期日　　　　

平成28年１月３日（日）17時　

同　　　８月１５日(月)18時　

同　　　８月１４日(日)17時　

（２９年度に）　　　　　　

同６月１２日（日）１３日（月）

  ９月に予定

平成28年１月２８日（木）

参加数　

74人

人

人

人

人

５人

場所

メトロポリタン長野

メトロポリタン長野

メトロポリタン長野

圓山荘

上山田ホテル

平成28年「ホームカミング鳩会」結果・開催予定　 　　H.28.1.28.現在

卒業回期(年齢)

高54回(30歳)

高45回(41歳)

高36回(48歳)

高34回(50歳)

高14回(70歳)

高４回(80歳)
中18回

高55回(30歳)

計

学年理事・幹事

蟹沢　和也
児玉　岳人

白石　恭之

野口あゆみ

宮坂　博昭

町田　　勇

宮坂　　力

飯島　勇三

上原　啓輔

実施期日　　　　

平成27年１月３日（土）

８月14日(金）

９月20日(日）

８月15日(日）

11月２日（月）

５月10日（土）

平成28年1月28日（木）

平成28年１月３日（日）

参加数　

86人

91人

90人

82人

13人

29人

5人
　

74人

470人

場　所

メトロポリタン長野

メトロポリタン長野

メルパルク長野

メトロポリタン長野

圓山荘

圓山荘

上山田ホテル

メトロポリタン長野

備　考

同窓会へ10万円の寄贈

同窓会へ13万円の寄贈

同窓会へ12万円の寄贈

同窓会へ10万円の寄贈

同窓会へ１万円の寄贈

同窓会へ10万円の寄贈

同窓会へ56万贈

平成27年度「ホームカミング鳩会」開催実績　 　　平成.28.1.31.現在

中１～中16まとめて
(90歳以上）




